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１．概要（Summary） 
我々は、Ｘ線の位相を利用した高感度イメージング法と

して世界的に注目されているＸ線回折格子干渉法を用い

て、強力な白色放射光による撮影時間ミリ秒時間トモグラ

フィに成功している 1-2)。しかしながら、毎秒数 100 回転と

いう速度で試料を回転する必要があるため、試料まわりの

環境制御ができないという問題があった。本研究では、強

力な白色放射光をマルチビーム化するためのマルチビー

ムＸ線光学素子の開発を目指した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
レーザ描画装置、両面アライナ露光装置一式、

DeepRIE 装置、デジタル顕微鏡、熱電子 SEM、レーザ

ー/白色共焦点顕微鏡 
【実験方法】 

200 μm 厚の Si ウェハ表面にフォトリソグラフィによりパ

ターニングを行い、Deep RIE 装置（東北大）により深掘り

ドライエッチングを行った。その後、多目的エッチング装

置（ICP-RIE）により、裏面からドライエッチングを行い、

約 80 μm 厚のマルチビーム光学素子をくりぬいた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 に作製した単焦点Ｘ線マルチビーム光学素子の

写真を示す。SPring-8 BL28B2 の白色放射光により評

価した結果、期待された性能が得られた。サイドエッチも

小さく抑えられたことから、制御性の高さを活かした改良

が期待される。 
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Fig. 1 Fabricated X-ray multi-beam optics with 
hyperboloidal holder. 


